
ましき女性みらい塾フォローアップ事業 【益城町】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 885 千円

交付金額 427 千円

事業番号 1

政策の企画立案や方針決定の場に女性がもっと増える方がよ
いと思う人は８２．３％と高い割合になっているが、現状は審議会
等の女性委員の割合は、近年１５％～２０％で推移しており、目
標値の３０％に達していない。

男女共同参画を推進するため、講座の開催や情報誌を通じた
啓発活動を実施しているが、委員への応募が少ない現状にある。

女性が政策の立案や方針決定の場、地域活動に積極的に参画
できるよう、女性リーダーの人材を発掘・育成することを目的と
する。

益城町における女性リーダー育成を目的とした「ましき女性みら
い塾」修了生向けフォローアッププログラム。全4回の講座と成果

発表イベントを通じ、益城町の現状理解に基づいた実践的な企
画・運営能力の向上を図った。受講生のニーズに合わせた内容
に加え、修了生同士の交流促進、活動内容の「人材バンク」化に
より、地域における女性リーダーのネットワーク構築と活躍の場を
創出する。町や地域共生センターと情報を共有し、地域課題解決
への貢献と持続的な女性リーダーシップの発展を目指す。

・一般社団法人ウィメンズフォーラム・くまもと

・益城町地域共生センター指定管理者

・益城町男女共同参画社会推進懇話会

受講生の主体性と実践力を向上させ、自ら企画・運営する成果
発表イベントを通じて地域課題解決への実践的な能力を養った。
自己分析と地域理解を深めることで、自身の強みと役割を再認識
し、リーダーシップへの自信を育んだ。女性人材バンクへの登録
促進は、個人の活動を地域の資産として可視化し、女性同士の
強固なネットワークを構築した。成果発表イベントの広報活動を通
じて、地域における女性の活躍を周知し、社会参画への関心を高
める効果があった。

地域資源である女性人材の活用促進は重要課題だが、審議
会委員等の女性割合は目標３０%に対し未達成の状況となって

いる。行政側が公募などを通して「機会を提供すれば女性の応
募も増え、登用が進む」と考えても、女性側には「自分には無
理」という意識のズレがあり、このギャップが課題となっている。
今後は、女性のスキルアップ支援、発掘・育成強化、そして活躍
する女性の可視化を通じて、地域全体の意識改革を進める必
要がある。

目標・KPI 目標 実績

事業目標

全５回の活動への参
加者延べ人数

70名
（アウトプット）

94名

人材バンク登録者数
25名
（アウトカム）

19名



【成果発表イベント】

１１月２２日

受講生主催イベント

・「銀河鉄道の夜」スライドショー

・こころはずむ♪えほんのじかん

・「備え」をいま一度みなおそう

・オリジナルレザーキーホルダーをつくろう

・みんなで作ろうましき「市だご」

・益城の女性たちに学ぶ日

～四賢婦人からのメッセージ

・手軽に始められるエンディングカード

事業の概要

【講座】

第１回 ８月２３日

「自分の未来（これから）を描こう」

講師：広瀬 美貴子氏（キャリアコンサルタント2級技能士）

第２回 ９月１３日

「益城町の男女共同参画の現状を知ろう」

話題提供：鈴木 桂樹氏

（熊本大学名誉教授/益城町まち・ひと・しごと創生会議会長）

成果発表イベント準備

第３回 ９月２１日

「ベアテ・シロタ・ゴードンと女性の人権」

講師：谷口 絹枝氏

（日本近代文学研究者）

成果発表イベント準備

第４回 １０月１１日

成果発表イベント準備

ましき女性みらい塾ＰＬＵＳ

2022年から3年間開催してきた「ましき女性みらい塾」の修了生を対象にフォローアップ講座と成果発表イベントを実施
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